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要 約 

Tris(8-hydroxyquinoline)aluminum(Ⅲ) (Alq3) の研究は，1987 年に Tang らが開発した有機 EL 素子に Alq3が用いられたこと

に端を発し，数多くなされている．Alq3に関する多くの研究は，素子設計を焦点としており，ナノスケールでの分子間相互

作用の観点から基礎光物性を検討した報告例は数少ない．Alq3は，分子間 π‐π相互作用が光学特性に大きく影響することか

ら，Alq3 分子のパッキング状態や配向などの分子環境を制御して新しい光物性を見出す研究は Alq3 の新たな光・電子物性

を切り拓く上で重要である．本報告では，Alq3分子のパッキング，及び，そのナノスケールオーダーで集積化した形態を中

心として概説し，Alq3の新たな基礎光物性の可能性について言及した． 

キーワード: Alq3，発光特性，結晶構造，分子パッキング，メソポーラスシリカによる包接 

1. Alq3研究の現状と課題

Tris(8-hydroxyquinoline)aluminum(Ⅲ) (Alq3)（図 1）は，キ

レート金属錯体の一種で，中心金属である Al3+のまわりに

8-hydroxyquinoline が配位した構造をとっており，電子輸送

性，製膜安定性，耐熱性などに優れた特性を有している．

Alq3 に関する研究は，1987 年に Tang らが開発した有機エ

レクトロルミネセンス（EL）素子に Alq3が用いられたこと

に端を発し，数多くなされている 1)．一方，これらの研究の

多くは，EL 素子設計への応用を焦点としており，Alq3の結

晶状態から光学特性を検討した報告例は数少ない 2)～4)．特

に，Alq3 は分子の対称性の変化や結晶中に溶媒分子が取り

込まれることで，様々なパッキング構造（多形）を取ること

が知られており，配位子であるキノリン環の π‐π 軌道の重

なり状態が変化することで，光学特性に大きな影響を及ぼ

すと考えられている．したがって，結晶中の Alq3分子の対
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図 1 Alq3の化学構造． 
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